
教育委員会（７月定例会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２８年７月１日（金） １３時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館第３研修室   

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委 員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     屋敷 和久 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知  実 

・ 教育課長補佐  横田 耕二、西山 雄治、山田  正人 

・ 教育課職員   酒井  昭弘、益留  美樹、井上 千里（記録） 

 

５ 前回の会議録の承認   今村一枝委員（６月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名 今村博美委員 

 

７ 教育課長報告  ６月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

 （可・否・続・同） 議案第  ７号 学校管理運営規則の一部改正について 

（可・否・続・同） 議案第 ８号 要保護・準要保護児童生徒の認定について 

  

★ 委員協議 

① 学校訪問の感想について（勝岡小、三股西小） 

 

★ 報告 

① 教育長職務代理者について 

② 6月定例町議会一般質問について 

③ 都城地区中学校総合体育大会の結果について 

④ みやざき県民総合スポーツ祭の結果について 

  ⑤ 生徒指導状況報告について 

  ⑥ ＡＬＴの交代について 

 

★ その他 

  ① 都北地区人権啓発研修会 

  ② 三股町小学校水泳記録会への出席のお願い 

②  なかよし広場について 

 

９ 行事予定   ７月行事 

 

10 閉 会 



※ 次回定例会 

期日：平成２８年８月 4日（木） １３：３０～ 

場所：中央公民館第３研修室 



 

黒木委員 
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西山 

横田 

今村委員 

教育長 

今村博美委員 

教育長 

 

 

教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今村博美委員 

課長 

今村博美委員 

教育長 

今村博美委員 

教育長 

山田 

屋敷委員 

山田 

 

 

教育長 

横田 

教育長 

あいさつ 

あいさつ 

前回の会議録の承認を今村一枝委員へ。 

会議録の訂正 

承認する。 

司会進行 

スピーチ 

次回会議録署名委員に今村博美委員を指名。 

 

【教育課長の報告】 

６月行事について報告  

1日 ・三股小学校訪問 

・宮村小学校区放課後子ども教室開校式（水・金）21名参加 

2日 ・教育委員会定例会 

6日 ・勝岡小学校訪問 

4日 ・県民総合スポーツ祭総合開会式 

・ジュニアリーダー開校式・総会 

7日 ・国内海外派遣事業結団式（国内 8/3～8/8、海外 7/30～8/8） 

9日 ・6月定例議会。みまた座 13期生開講式。地区座談会 5地区 

11日 ・三股小ニュースポーツ出前教室。 

15日 ・三股西小学校訪問。ぶどうの会文部科学大臣賞受賞報告。 

16日 ・自治公民館連協先進地視察研修（薩摩川内市吉川地区） 

17日 ・金曜日の図書館映写会。ものづくりワークショップ。地区座談会８地区 

   ・県学校給食会理事会。 

20日 ・教育長辞令交付式 

21日 ・青少年育成町民会議。青少年指導員の委嘱及び総会。 

・小学校巡回講演（音楽鑑賞）開始 

22日 ・社会を明るくする運動都城地区推進委員会 

23日 ・社会を明るくする運動三股町推進委員会 

25日 ・チャレンジ体験教室（土曜学習）開講式 

26日 ・町民総合スポーツ祭総合開会式        

28日 ・職場体験（山之口中 2名）29日まで 

ジュニアリーダーについて質問 

中学生と高校生が構成員 

人数が少ないので掘り起しができないか。裾野を広げて小学生とか 

ジュニアリーダーは、中学生からになっている。龍雲太鼓は小学生も入っている。 

練習の音を聞いてジュリアリーダーが活動していると思われるようになるといいが。 

薩摩川内市での研修について説明を求める。 

説明 

宮村小放課後子ども教室について質問。 

説明 

 

【付議事件】 

議案第 7号 学校管理運営規則の一部改正について説明求める。 

資料に基づいて説明。 

議案第８号「要保護・準要保護児童生徒の認定について」の説明を求める。 



益留 

 

 

 

教育長 

今村一枝委員 

 

 

屋敷委員 

 

今村博美委員 

 

 

 

 

酒井 

 

黒木委員 

 

酒井 

 

今村一枝委員 

 

 

黒木委員 

教育長 

酒井 

 

 

教育長 

横田 

教育長 

教育課長 

今村博美委員 

 

屋敷委員 

 

教育長 

教育長 

横田 

教育長 

西山 

教育長 

 

教育長 

横田 

 

資料に基づいて説明。 

（非公開） 

 

【委員協議】 

「学校訪問の感想について」の説明を求める。 

勝岡小で「一人体調の悪い先生がいて、授業終了後病院へ行かせます。」と校長先生が言われ

たが、感染性の病気で子どもにうつす恐れがあれば、来ないほうがよいのではないかと感じ

た。英語の授業は担任の先生の発音が上手で中学校につながる英語の授業だった。 

体育の授業を見たがミーティングが長く運動量が少ないように感じた。視察だったからか？ 

跳び箱の授業だった。 

体育の授業が静かだった。危険防止のため声をだしたほうがよいのでは。 

算数の授業でほとんどの子が間違っているが、自信満々であった。わざと間違えさせる授業

なのか。どの場面で訂正させるのか、先生たちも迷っているのでは。 

自分の考えを表現するのが苦手である。発言ができないはずはないが、訓練ができていない。

考えを言葉にする機会が、訓練になる。 

間違いから学んでいく。間違いをそのままではいけない。授業のまとめで正解を出す。 

それができなかったのは、反省すべき。 

間違っている時は、正しく教える。わかるまで教える。教える責任は先生にある。 

勝岡小は指導がしっかりしている。 

授業ミーティングの機会をもった。勉強の場という意識をもって臨んだ。 

子どもが自分で学んでいくのが大事。 

一年生が算数でマグネットを使って黒板の前で説明していた。他の学年より一番一年生が落

ち着いていた。四年生はのびのびしていた。発言をよくしていた。クラスによって違う。六

年生の理科の授業に緊張感がありよかった。 

全体的に落ち着いてきている。指導体制づくりが大事。 

児童生徒憲章を体育館ステージに大きく掲示してほしい。 

三股西小は子どもが落ち着いてきている。子どもたち自身で挨拶に取り組んでいる。 

研究公開でその姿が見られるといい。 

【報告】 

「教育長職務代理者」の説明を求める。 

資料に基づいて報告する。 

「６月定例町議会一般質問について」の説明を求める。 

議会報告 

水難事故については、危険な目に遭わないと怖さがわからない。危険回避は経験がない以上

難しい。 

子どもたちを川へはライフジャケットを着て連れて行く。安全対策をしっかりしていないと

いけない。 

今の子どもたちは、安全なところでしか、体験できない。 

都城地区中学校総合体育大会の結果について説明を求める。 

資料に基づいて報告 

みやざき県民総合スポーツ祭の結果について説明を求める。 

資料に基づいて説明 

生徒指導状況報告について説明を求める。 

（非公開） 

ＡＬＴの交代について説明を求める。 

資料に基づいて報告 

 



 

山田 

 

横田 

 

 

教育長 

横田 

 

【その他】 

①都北地区人権啓発研修会 

③なかよし広場 

②三股町小学校水泳記録会への出席のお願い 

 

【行事予定】 

行事予定について説明を求める。 

7月行事予定について説明。 

次回の定例会は、８月４日（木） １３時３０分から 中央公民館第３研修室で開催 

【閉会】（１５時４５分） 

 

 

  



教育委員会（８月定例会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２８年８月４日（木） １３時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館第３研修室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委  員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     屋敷 和久 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知  実 

・ 教育課長補佐  横田 耕二、山田  正人、西山 雄治（記録） 

・ 教育課職員   酒井  昭弘 

 

５ 前回の会議録の承認   今村博美委員（７月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名 屋敷委員 

 

７ 行事報告  ７月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

 （可・否・続・同） 議案第  ９号 三股町文化賞等選考審査会委員の選定について 

 （可・否・続・同） 議案第１０号 長田保育所の長田小学校敷地内への移設について 

 （可・否・続・同） 議案第１１号 要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

★ 委員協議 

① 運動会の出席確認について 

 

★ 報告 

① 三股町給食会会則の一部改正について 

② 宮崎県中学校総合体育大会の結果について 

③ 三股町小学校水泳記録会の結果について 

④ 生徒指導状況報告について 

 

  ★  その他 

    ① 三股町教育研究会夏季研修会への出席のお願い（別紙のとおり） 

 

９ 行事予定   ８月行事 

 

10 閉 会 

※ 次回定例会 

期日：平成２８年９月１日（木） １３：３０～１５：００ 

場所：中央公民館第３研修室 



教育長 

 

教育長 

今村博美委員 

 

教育長 

 

 

渡具知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

黒木委員 

渡具知 

教育長 

 

 

 

教育長 

横田 

 

教育長 

 

教育長 

横田 

あいさつ 

 

前回の会議録の承認を今村博美委員へ。 

承認する。 

 

次回会議録署名委員に屋敷委員を指名 

 

【行事報告】 

７月行事について報告  

１日  ・教育委員会７月定例会 

２日  ・町スポーツ祭／パークゴルフ(約８０人が参加) 

６日  ・第２回みまたん霧島パノラマまらそん実行委員会 

      ・町スポーツ祭／グラウンドゴルフ(約２００人が参加) 

７日  ・CIO補佐官委嘱状交付式 

８日  ・ALT送別式 

10日 ・町スポーツ祭／弓道(約４０人が参加) 

      ・「おはよう、わが町」旗揚げ式 

11日 ・町学校給食会理事会総会 

12日 ・宮崎県市町村教育委員会連合会第２回理事会 

13日 ・教育委員会連合会総会 

15日 ・県民総ぐるみ教育推進研究会 

17日 ・町スポーツ祭／ミニテニス・バドミントン・硬式テニス(約１００人が参加) 

19日 ・町スポーツ祭／ペタンク(約３０人が参加) 

20日 ・給食費未納対策委員会 

      ・戯曲講座開講式 

22日 ・ALT解任式 

24日 ・町スポーツ祭／自治公民館対抗ソフトボール(25チーム、約４００人が参加) 

26日 ・三股町小学校水泳大会 

28日 ・ALT着任式 

29日 ・文化の祭典第１回実行委員会 

      ・三股町 PTA協議会第１回教育問題懇話会 

30日 ・海外派遣出発式・本研修(８／８まで) 

31日 ・町スポーツ祭／卓球(約６０人が参加) 

 

行事内容について何か意見を求める。 

地区座談会において、教育関係についての話が出たか。 

施設の整備に関する要望が多かった。 

地区分館に対する要望がほとんどであった。また、通学路の整備について、ゲリラ豪雨等に

よる冠水対策についての要望があった。 

 

【付議事件】 

議案第９号「三股町文化賞等選考審査会委員の選定について」の説明を求める。 

三股町文化賞等選考審査会委員名簿（案）を示し、昨年度との違いと審査会の内容について

説明。 

議案第９号について承認を求め、承認される。 

 

議案第１０号「長田保育所の長田小学校敷地内への移設について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。長田小学校の敷地内に保育所を設置することから、その保育所が建つ



 

 

 

教育長 

今村博美委員 

教育長 

今村博美委員 

屋敷委員 

 

今村博美委員 

教育長 

 

教育長 

横田 

 

 

 

教育長 

横田 

教育長 

 

 

 

教育長 

横田 

教育長 

横田 

教育長 

横田 

教育長 

酒井 

 

 

 

教育長 

渡具知 

 

委員長 

 

用地部分について、教育委員会から福祉課へ所管替えすることを提案するものである。保育

所を移転する理由としては、既存の保育所が、老朽化が著しく土砂災害警戒区域内にある等

が挙げられる。 

議案第１０号について質問はないか。 

樹木の伐採はどうなるのか、また用地は十分に確保できるのか。 

樹木は伐採する。面積は十分に取れる。 

危険な地区に保育所があるのは心配である。 

長田地区には約 30人の幼児がいて、そのうち約半数が街中の保育所に通っていると聞いてい

る。長田の保育所が整備されれば、長田の保育所に通う幼児が増えるかもしれない。 

このことが、長田小学校の児童数が増えるきっかけになるかもしれない。 

議案第１０号について承認を求め、承認される。 

 

議案第１１号「要保護・準要保護児童生徒の認定について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

（非公開） 

 

【委員協議】 

「① 運動会の出席確認について」の説明を求める。 

資料に基づいて、運動会の日程等について説明。 

９月１１日の中学校の運動会は全員参加でお願いする。１０月２日の小学校の運動会は、そ

れぞれの希望校に参加することでお願いする。 

 

【報告】 

「① 三股町給食会会則の一部改正について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。上位法令等の改正に伴う一部改正であることを説明。 

「② 宮崎県中学校総合体育大会の結果について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。各種目の成績等について説明。 

「③ 三股町小学校水泳記録会の結果について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。各種目の成績等について説明。 

「④ 生徒指導状況報告について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

（非公開） 

 

【行事予定】 

行事予定について説明を求める。 

８月行事予定について説明。 

 

次回の定例会は、９月１日（木） １３時３０分から 中央公民館第３研修室で開催 

 

【閉会】（１５時０５分） 

 

 



教育委員会（９月定例会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２８年９月１日（木） １３時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館第３研修室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委  員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     屋敷 和久 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知  実 

・ 教育課長補佐  横田 耕二、西山 雄治、山田  正人（記録） 

・ 教育課職員   酒井  昭弘、戸髙 志織、益留 美樹 

 

５ 前回の会議録の承認   屋敷和久委員（8月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名 今村一枝委員 

 

７ 行事報告  ８月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

 （可・否・続・同） 議案第１２号 三股町学校備品取扱規則の一部改正について 

 （可・否・続・同） 議案第１３号 三股町立学校管理運営規則の一部改正について 

 （可・否・続・同） 議案第１４号 要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

★ 委員協議 

    な し 

★ 報告 

① 三股町一般会計９月補正予算（第３号）について 

② 九州及び全国中学校総合体育大会結果について 

③ ストレスチェック制度実施規程の制定について 

④ 教職員の交通事故・交通違反に対する措置について 

⑤ 生徒指導状況報告について 

 

  ★  その他 

    ① 体育大会・運動会出席の確認 

 

９ 行事予定   10月行事 

 

10 閉 会 

※ 次回定例会 

期日：平成２８年１０月３日（月） １３：００～１４：３０ 

場所：中央公民館第３研修室 



教育長 

 

教育長 

屋敷委員 

 

教育長 

 

 

渡具知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

今村博美委員 

 

教育長 

 

黒木委員 

今村博美委員 

 

黒木委員 

 

あいさつ 

 

前回の会議録の承認を屋敷和久委員へ。 

承認する。 

 

次回会議録署名委員に今村一枝委員を指名 

 

【行事報告】 

８月行事について報告  

１日  ・県社会教育委員連絡協議会総会・研修会 

２日  ・臨時議会(長田保育所関連) 

３日  ・国内派遣出発式・本研修(沖永良部) 

５日  ・スポーツ特別講演会(講師:南九州大学西村教授 約 300人参加) 

７日  ・協力支援事業「青春時代を今すぐに」（劇団ヒロシ軍出演…諫早の劇団）  

８日  ・公共施設講演会（公共施設の縮充を提唱） 

10日 ・図書館司書のおはなし会 

12日 ・給食センター職員採用協議（来年度の採用職員について協議） 

17日 ・就学相談会（25日まで 29回実施） 

      ・備品監査（三股西小、勝岡小、梶山小…18日までの２日間） 

19日 ・平成 28年度三股町人権啓発研修会（第 28回都北地区人権・同和教育研究大会)  

(是松氏による記念講演と分科会 約 450人が参加) 

21日 ・町スポーツ祭／硬式テニス  (約 20人が参加) 

      ・自主文化事業「三遊亭歌之介独演会」（入場券は完売 430人の参加） 

      ・みまた座館外研修…子ども劇団「かどっこ」本公演（みまた座とかどっこの交流） 

22日 ・第２回 ＣＩＯ補佐官会議（ICT教育の推進について協議） 

23日 ・勝岡小学校教室不足対策会議 

      ・町教育研究会・夏季研修会（国語・算数：数学・社会・外国語活動：英語） 

24日 ・教育大綱課内打合せ（基本理念等の骨格部分について協議） 

      ・全国公民館研究集会、九州地区公民館研究大会（宮崎市を主会場に 26日まで） 

25日 ・ふるさと振興人材育成国内・国外派遣事業解団式 

26日 ・適応指導教室始業式（各小中学校２学期始業の日） 

 

行事内容について意見を求める。 

国内・国外派遣事業に参加した子供たちの報告の中で、この経験を通じて、将来の夢などに

ついて話しをしてくれる場面があればよかった。 

研修は、ただ良かったというだけでなく、三股町に帰ってきてから将来の夢を聴くことも必

要だということですね。 

確かに、将来の志を聞けるとよいと思う。 

事前研修の中で、三股町の代表（リーダ）という自覚を植えつけるとよい。何のために研修

に行くのかを理解させることも重要だ。 

今年行った夏季研修会で、理科について拝見させてもらった。そこでは、中学校の教諭と小

学校の教諭の間で、教材の見方は中学校ではどう発展するか、どんな体系になっているかな



 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

黒木委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

横田 

教育長 

教育長 

横田 

教育長 

横田 

益留 

 

 

教育長 

 

渡具知 

教育長 

 

 

 

 

 

 

黒木委員 

教育長 

黒木委員 

教育長 

ど、長い系列を中学校から小学校に示したことで、小学校の教え方に生かされると感じた。 

今回は、理科の見方について、発達段階に応じた授業の細かな部分を交流したわけだが、教

科の連携は、非常に難しいことも事実。中学校は教科ごとに担当がいる一方、小学校には専

科はいるが、それを除く教科については、基本的に担任が教えないといけない。 

算数も小学校で教えたことが、中学校でどうなっているのか、中学校の情報を小学校に下ろ

してもらうと効果は大きい。今回のような研修は、とてもユニークである。小学校と中学校

の教科の連携は意義があるので、来年度、どのようにするのか考えるべきだ。 

夏季と秋季の研修では、小学校と中学校の教諭が集まっているので、今後も教科連携につい

てはできるかもしれない。 

数学の研修の中で、小中連携について、これまではなかったのか? 

あるにはあったが、町内で見てみると、算数については小学校でいろいろと議論している。

ただ、教科の中身について、小中連携して突っ込んでやっていくことはなかった。 

指導方法は、小学校のほうが中学校より少しウエイトが大きい。そのあたりを中学校の教諭

が見ることで、ずいぶん違ってくると思う。 

教科研究会は、教科ごとで別々だが、体育は、小・中・高、さらには特別支援も入れてやっ

ている。今後は、町独自で、いかしてやっていければと思う。 

 

【付議事件】 

議案第１２号 「三股町学校備品取扱規則の一部改正について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明。） 

議案第１２号について承認を求め、承認される。 

議案第１３号「三股町立学校管理運営規則の一部改正について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明。） 

議案第１３号について承認を求め、承認される。 

議案第１４号「要保護・準要保護児童生徒の認定について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明。） 

（非公開） 

 

協議事項としては、挙げていないが、９月定例町議会の一般質問の中で、教育委員会に関わ

るもについて説明を求める。 

（資料に基づいて、質問内容を説明。） 

質問の中に「フリースクール」が触れられているが、それについて説明する。 

県内には、宮崎市内にあると聴いている。「楽校」、「楽しい学校」。不登校の子供たちが、学

校に行けないので、フリースクールに行って、勉強や体験などをしているもので、民間団体

や NPO などが運営している。フリースクールの出席を学校の出席として認めないのか？と

意見が出ており、文科省では認める方向で検討しているようだ。フリースクールが、学校と

同様な教育課程を取り入れていれば、出席として認めてもいいのではということだ。 

その一方で、フリースクールの運営に国から補助金を出して欲しいという要望が出ている。 

町では、フリースクールではないが、適応指導教室がある。 

議会の一般質問の答弁では、そのことも触れようと思っている。 

町史編纂はいつまでか。 

町制施行７０周年に向けて進めている。平成３０年度がそれに当たる。 



 

黒木委員 

教育長 

 

今村一枝委員 

 

 

 

 

今村博美委員 

 

横田 

 

 

今村一枝委員 

教育長 

今村一枝委員 

 

 

 

教育長 

渡具知 

教育長 

横田 

教育長 

戸高 

今村博美委員 

 

屋敷委員 

教育長 

教育長 

 

教育長 

横田 

教育長 

酒井 

 

 

 

教育長 

横田 

横田 

多くの資料を収集しており、その解読などに時間を要し、大変な作業である。 

梶山城の用地取得は進んでいるのか 

町が用地を取得するのに、農地では購入できないことから、地目変更の手続きに時間を要し、

難航している。 

「弁当の日」について、以前はもっと一生懸命だったような気がする。買い物から自分（子

供）がやりましょうという雰囲気だった。我が子が小学校から中学校に上がったから、変わ

ったように感じるのかもしれないが…。今は、一品程度しか作らないようになってしまった。 

男の子と女の子で違いがあるのかもしれない。 

「弁当の日」は、よい取り組みだと思う。 

「弁当の日」を経験したからかどうかは分からないが、娘は、自分から料理を作るようにな

った。経験をすることが重要だと思う。 

「弁当の日」に賛同する人ばかりではない。「弁当の日」は、母親の手を煩わせるという不満

もあるようだ。朝の忙しい時間帯におかずを作らなくてはならないからであろう。 

インターネットを見ていたら、夏休みの課題に、「弁当を作る」ことが出ていた。 

三股中の１年の課題にも出ていた。献立を書いて写真を載せるようだ。 

遠足の日に、弁当を作ってくるようになっていたと思う。 

朝食を作るのと同時に、弁当を作ることになるので、母親は大変。しかし、よい勉強にはな

る。食材の買出しからやることが重要だと思う。 

 

【報告】 

「①三股町一般会計９月補正予算（第３号）について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明。） 

「②九州及び全国中学校総合体育大会結果について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明。） 

「③ ストレスチェック制度実施規程の制定について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明。） 

50人以上の事業所、つまり三股中学校だけを対象とするのではなく、すべての学校を対象と

すべきではないか 

うつが原因で退職した教職員はいるのか。 

いない。うつが原因で、休職中の職員はいる。 

今年度、ストレスチェックについては、三股中学校分のみ予算計上しているため、他の学校

は実施できない。来年度分については検討したい。 

「④教職員の交通事故・交通違反に対する措置について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明。） 

「⑤ 生徒指導状況報告について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明。） 

（非公開） 

 

【その他】 

「体育大会・運動会出席の確認について」の説明を求める。 

（資料に基づいて確認。） 

次第にはないが、国土調査によって、地番が無くなったり、合筆されたことなどによって、



 

 

 

 

教育長 

渡具知 

 

教育長 

 

教育施設の地番が変わったところがあり、現在、その事務処理を進めている。 

条例等に記載されている地番でそのようなところがあれば、変更の手続きをする必要がある。 

 

【行事予定】 

行事予定について説明を求める。 

９月行事予定について説明。 

 

次回の定例会は、１０月３日（月） １３時００分から 中央公民館第３研修室で開催 

終了後、引き続き「総合教育会議」を予定している。 

【閉会】（１５時２０分） 

 

 



教育委員会（１０月定例会）会議録 

 

１ 開催期日  平成２８年１０月５日（水） ８時４５分 開会 

 

２ 場  所  役場２階第３会議室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

 ・ 教育長     宮内 浩二郎 

 ・ 委 員     黒木 敏行 

 ・ 委 員     今村 博美 

 ・ 委 員     屋敷 和久 

 ・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

 ・ 教育課長    渡具知 実 

 ・ 教育課長補佐  横田 耕二、西山 雄治、山田 正人 

 ・ 教育課職員   酒井 昭弘、益留 美樹、岩本 梓、戸髙 志織（記録） 

 

５ 前回の会議録の承認   今村一枝委員（９月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名  黒木敏行委員 

 

７ 行事報告  ９月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事項は次のとおりである。 

 （可・否・続・同）  議案第１５号 平成２８年度三股町文化賞等被表彰者の選考について 

 （可・否・続・同）  議案第１６号 要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

 ★ 委員協議会 

  ① 市町村教育委員と県教育委員との意見交換会等について 

  ② 全国学力学習状況調査結果について 

 

 ★ 報告 

  ① ９月定例町議会報告 

  ② 教育に関する事務の管理及び施行状況の点検・評価の外部評価委員（学識経験者）の委嘱及び 

    点検・評価の日程について 

  ③ 生徒指導状況報告について 

 

★ その他 

 ① 宮崎県市町村教育委員会研究大会（１１月１６日予定）の開催について 

 

９ 行事予定  １０月行事 

 

10 閉 会 

 ・次回定例会 期日：平成２８年１１月４日（金）  １３時３０分～１５時 

        場所：中央公民館第３研修室 
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今村一枝委員 
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横田 

教育長 

今村博美委員 

岩本 

 

 

今村博美委員 

 

 

教育長 

黒木委員 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

益留 

 

 

あいさつ 

 

前回の会議録の承認を今村一枝委員へ 

承認する 

 

次回会議録署名委員に黒木敏行委員を指名する 

 

【行事報告】 

９月行事について資料に基づき報告 

・４日 文化会館自主文化事業「Fusion de la pasionⅢ」（174名が参加） 

・15 日 施設管理計画報告（教育課が所管する施設は老朽化が進んでいるため、町

としても重点課題である） 

・22日 スポーツ少年団運動会 

・22日 文化会館自主文化事業「劇団うりんこ～妥協点 P」（74名が参加） 

・22 日 町史編さん収集資料展示（町史編さんの進捗状況を広報周知するために実

施） 

・24日 第 18回南九州中学校駅伝大会（23校 44チーム 約 500名が参加） 

 

行事内容について質問等を求める。 

22 日のスポーツ少年団の運動会については、県内では、本町だけが行っている行事

である。町単独でスポーツ少年団の運動会が開催できることは素晴らしいことだと感

じている。 

 

【付議事項】 

議案第１５号 「平成２８年度三股町文化賞等被表彰者の選考について」の説明を求

める。 

資料に基づき説明 

説明について質問等を求める。 

木佐貫さんについて否決の理由は何か。 

みやざき県民総合スポーツ祭において優勝しているが、参加者が木佐貫さん１人であ

るため、必然的に優勝となってしまう。そのため、本選考基準に基づき、否決となっ

た。 

木佐貫さんは、新聞等でもマスターズで優勝ということでよく名前を見かける人であ

る。アスリートタウン三股の先駆者としても何らかの形で表彰したらよいのではない

か。 

本文化賞での表彰は難しいと考えている。 

選考基準に則って選考したと判断してよろしいか。 

そのとおりである。今回は、町外からも選考委員を選出した。南部教育事務所教育推

進課長と南九州大学准教授に入っていただいた。公平な視点で選考してもらい、選考

時間も短縮することができた。 

 

議案第１５号について承認を求め、承認される。 

 

議案第１６号「要保護及び準要保護児童生徒の認定について」説明を求める。 

資料に基づき説明 

（非公開） 
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教育長 

 

横田 

教育長 

各委員 

 

 

教育長 

 

横田 

【委員協議会】 

「市町村教育委員と県教育委員との意見交換会等について」説明を求める。 

資料に基づき説明を行う。 

出席できない。 

情報交換会には遅れてよいのであれば出席できる。 

意見交換会は出席できる。 

意見交換会は出席できる。 

 

「全国学力学習状況調査結果について」説明を求める。 

資料に基づき説明を行う。 

小学校については、昨年度を比較すると、全国平均に近づいている。中学校について

は、依然として全国平均と差がある状況である。また、児童生徒質問紙８５項中、多

くが、肯定的な回答をしている。町内の児童生徒は、前向きに生活する児童生徒が多

いことが分かった。心の面では成長している様子がうかがわれた。反面、新聞を読む

割合は低い。新聞を購読していない家庭もある。 

順位ばかりが注目されてしまうが、質問紙の回答のように、肯定的な意見が多く、子

どもたちはしっかり成長している。 

本を読むことが大事である。学校でも、議論をする場は必要であると思う。応用力を

つける必要がある。また、相手を論破する力を付けさせたい。 

１１月に研究公開があるが、その中で、町内では授業モデルに取り組んでいる。みま

たの「ま」は「まなび合い」として、授業の中で児童生徒がお互いに意見を出し合う

場を設定している。今、この授業モデルが浸透しているところである。即学力向上と

はならないが、定着してきているところである。 

小学校があがってきているということであれば、これが中学校へ入学する。徐々に学

力向上につながる。また、学力が上がったり、下がったりではなく、安定できるよう

にしていけるとよい。 

 

 

「生徒指導の状況」について説明を求める。 

資料に基づいて説明を行う。 

（非公開） 

 

「９月定例町議会報告」について説明を求める。 

資料に基づき説明を行う。 

質問等を求める。 

特になし。 

 

「教育に関する事務の管理及び施行状況の点検・評価の外部評価委員（学識経験者）

の委嘱及び点検・評価の日程について」説明を求める。 

資料に基づき説明を行う。 

質問等を求める。 

特になし。 

 

【その他】 

「宮崎県市町村教育委員会研究大会（１１月１６日予定）の開催について」説明を求

める。 

現在、依頼文書は届いていないが、予定されているのでご承知いただきたい。 



 

教育長 

渡具知 

教育長 

今村博美委員 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

【行事予定】 

行事予定について説明を求める。 

１０月行事予定について説明。 

各小学校の運動会の感想をうかがいたい。 

勝岡小学校に出席したが、とても感動した。全校リレーの際、４年生が転倒した。足

を引きずりながらも最後まで走る姿に児童も保護者も応援し、走りきった様子はとて

も感動した。 

 

 

次回定例会については、１１月４日（金）１３時３０分から 中央公民館第３研修室 

 

【閉会】（１０時２０分） 

 

 



教育委員会（１１月定例会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２８年１１月４日（金） １３時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館第３研修室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委  員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     屋敷 和久 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知  実 

・ 教育課長補佐  横田 耕二、山田  正人、西山 雄治（記録） 

・ 教育課職員   酒井  昭弘 馬場 真吾 

 

５ 前回の会議録の承認   黒木 敏行 委員（１０月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名 今村 博美 委員 

 

７ 行事報告  １０月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

 （可・否・続・同） 議案第 １７号 要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

★ 委員協議 

① 教育委員と社会教育委員との研修会について 

② 県教育委員会と市町村教育委員会連合会との意見交換会の内容について 

 

★ 報告 

① 第４３回三股町小学校陸上記録会の結果について 

② 第３５回都城地区中学校秋季体育大会について 

③ 第２７回都城地区中学校駅伝競走大会について 

④ 人権を考える講演会について 

⑤ 基礎学力定着指導実践推進地域・実践推進校研究公開について 

⑥ 生徒指導状況報告について 

 

  ★  その他 

 

９ 行事予定  １１月行事 

 

10 閉 会 

※ 次回定例会 

期日：平成２８年１２月２日（金） ９：３０～１１：００ 

場所：中央公民館第３研修室 



教育長 

 

教育長 

黒木委員 

 

教育長 

 

 

渡具知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

今村博美委員 

 

 

教育長 

 

 

今村博美委員 

黒木委員 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

横田 

教育長 

 

教育長 

あいさつ 

 

前回の会議録の承認を黒木 敏行 委員へ。 

承認する。 

 

次回会議録署名委員に今村 博美 委員を指名 

 

【行事報告】 

１０月行事について報告  

２日  ・町内小学校運動会 

５日  ・教育委員会１０月定例会 

      ・三股町総合教育会議 

７日  ・通学路点検(宮崎県都城土木事務所・都城警察署・都市整備課・総務課・教育課及び

町内小中学校にて点検) 

10日 ・体力テスト・卓球教室(約 50人が参加) 

      ・子ども会交流大会じゃんけん大会(約 300人が参加) 

13日 ・自主文化事業「温故知新」(昼：三股中鑑賞教室１年 284人、夕：一般 158人) 

14日 ・三股町小学校陸上教室 

15日 ・ボランティアまつり(ALTが国際交流ブースを設置) 

      ・文教みまたフェスティバル(399人が参加) 

18日 ・成人式実行委員会委員(9人) 

      ・教育に関する事務の点検・評価会 

22日 ・チャレンジ体験教室(郷土のおやつ作り体験) 

24日 ・県教委との意見交換会 

27日 ・秋の読書週間(貸し出し体験ほか)   ～11/9まで。 

      ・長田小学校の魅力化事業説明会 

28日 ・小倉邸開館お披露目 

 

行事内容について何か意見を求める。 

５日に開かれた総合教育会議については何かないか。 

企画政策課で、文言を煮詰めると言っていたが、繰り返し出てくる言葉があるので、その点

を整理して貰いたい。また、県教委との意見交換の時にも聞いたのだが、(教育委員会の方針

等について)町民にアンケートを取ることで、広報といった面で効果があるように思う。 

長田小学校の魅力化事業説明会は、総合教育会議時に出たスクールバスについての意見をき

っかけに、開催することになった。スクールバスだけではなく、地域の活性化につなげるた

めの説明会となった。多くの参加者があった。 

行政が投げかけるだけではなく、地元から盛り上がるのが良い。 

文教みまたフェスティバルに幅広い参加があって良かった。今後、この形が基本になると良

いと思う。学校以外の人にも知ってもらいたい。 

各小学校での伝統芸能の披露をしていこうと考えている。また、三股の歴史を感じさせる演

劇や幼児たちの演奏もあり、幼保小中の連携を感じられて良かったと思う 

 

【付議事件】 

議案第１７号「要保護・準要保護児童生徒の認定について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

この案件の詳細については、公開しないこととする。 

【委員協議】 

「①教育委員と社会教育委員との研修会について」の説明を求める。 



横田 

教育長 

 

横田 

 

今村博美委員 

 

教育長 

 

屋敷委員 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

横田 

教育長 

横田 

教育長 

横田 

教育長 

山田 

教育長 

馬場 

 

教育長 

酒井 

 

 

教育長 

渡具知 

 

教育長 

 

 

 

資料に基づいて、研修会の日程及び内容等について説明。 

「②県教育委員会と市町村教育委員会連合会との意見交換会の内容について」の説明を求め

る。 

黒木委員が、１１月１６日(水)に開催される県との意見交換会に出席する。それに先立って、

皆さんの要望や意見をお聞きしたい。 

特別支援学級と通級指導教室の通達が年度末にくるので、人員確保が難しい。もっと早く出

来ないのか。 

情報収集の時期の関係、就学指導委員会開催の時期の関係、人事異動の関係、予算の関係等

もあり、どうしてもその時期になっている。 

２～３歳くらいから分かる場合もあり、保護者と少しずつ話をしていって信頼関係を築いて、

発達支援事業の利用を促していく。このように段階を踏むと保護者の理解も得られるが、突

然の通告だとなかなか理解してもらえないと思う。ただ、行政のシステムがそうなっていれ

ば難しいであろう。 

保護者の説得に時間が掛かる。 

【報告】 

「①第４３回三股町小学校陸上記録会の結果について」の説明を求める。 

資料に基づいて、小学校陸上記録会の結果について説明。 

「②第３５回都城地区中学校秋季体育大会について」の説明を求める。 

資料に基づいて、都城地区中学校秋季体育大会の結果について説明。 

「③第２７回都城地区中学校駅伝競走大会について」の説明を求める。 

資料に基づいて、小学校陸上記録会の結果について説明。 

「④人権を考える講演会について」の説明を求める。 

資料に基づいて、「人権を考える講演会」の日程及び内容等について説明。 

「⑤基礎学力定着指導実践推進地域・実践推進校研究公開について」の説明を求める。 

資料に基づいて、基礎学力定着指導実践推進地域・実践推進校研究公開の進捗状況、今後の

取り組み及び研究公開当日のスケジュール等について説明。 

「⑥生徒指導状況報告について」 

資料に基づいて、生徒指導状況について説明。 

 

【行事予定】 

行事予定について説明を求める。 

１１月行事予定について説明。 

 

次回の定例会は、１２月２日（金） ９時３０分から 中央公民館第３研修室で開催 

 

【閉会】（１５時０５分） 

 

 



教育委員会（１２月定例会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２８年１２月２日 ９時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館第３研修室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委  員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     屋敷 和久 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知  実 

・ 教育課長補佐  横田 耕二、西山 雄治、山田  正人（記録） 

・ 教育課職員   酒井  昭弘、戸髙 志織 

 

５ 前回の会議録の承認   今村 博美 委員（１１月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名 屋敷 和久 委員 

 

７ 行事報告  １２月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

 （可・否・続・同）議案第１８号 三股町立図書館の管理に対する条例施行規則の一部改正について 

 （可・否・続・同）議案第１９号 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価報告書について 

 

★ 委員協議 

① 教育委員と社会教育委員との研修会について 

 

★ 報告 

① １２月補正について 

② 宮崎県中学校秋季体育大会及び駅伝競走大会について 

③ 就学指導委員会からの答申について 

④ みまたん霧島パノラマまらそんの応募状況について 

⑤ 成人式について 

⑥ 教職員の交通事故・交通違反に対する措置について 

⑦ 生徒指導状況報告について 

 

  ★  その他 

     

 

９ 行事予定  １２月行事 

 

10 閉 会 

※ 次回定例会 

期日：平成２９年１月 6日（金） １３：３０～ 



教育長 

 

教育長 

今村委員 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

 

委員一同 

教育長 

戸髙 

教育長 

屋敷委員 

 

 

戸髙 

 

屋敷委員 

戸髙 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

黒木委員 

 

戸髙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今村博美委員 

教育長 

今村博美委員 

あいさつ 

 

前回の会議録の承認を今村 博美 委員へ。 

承認する。 

 

次回会議録署名委員に屋敷 和久 委員を指名 

 

本日は、屋敷委員が諸事情によって早く退席されることから、重要案件を先に協議させて

いただきたい。 

まずは、１月の定例会の開催日時についてですが、仕事始式、成人式等の関係から、１月

６日の午後１時３０分から開催したいと考えている。いかがか。 

同意 

次に、報告事項の「③就学指導委員会からの答申について」の説明を求める。 

資料に基づいて、就学指導委員会からの答申について説明。 

ただいまの説明について、何か質問はないか。 

通級指導教室について伺いたい。私の知っている特別支援学級の子供のことだが、学校で

朝から夕方まで、先生から叱られているらしい。対応している先生が専門でないことから生

じているかもしれないのだが、週２回程度は通級指導教室を利用することはできないか。 

特別支援学級の児童は利用することはできない。 

放課後に利用できるサービスとして、放課後児童デイサービスがある。 

学校を休んで、児童デイサービスを利用することはできないか。 

休んでいくというのは本来の形ではないし、日中の活動は原則認めていないので、利用す

ることはできない。 

ただし、不登校状態であって、日中の居場所がなく、日中の利用について受給者証が出て

いれば、利用することは可能だと思う。 

学校には行きたくないけど、放課後児童デイには行きたいという児童が存在するが、本末

転倒である。学校という場があるにもかかわらず、教育を受けられないということは大きな

問題だ。解決するためには、先生のスキルアップや研修が必要だと思う。 

専門家がすべての学校にいるわけではないので、このような問題が生じている。資質向上

のための研修など実施はしているが、すぐに身に付くわけではないので難しい。 

決定になるまでには、診断を受けて、その結果を基に、保護者に説明し理解してもらうな

ど、時間と労力を伴う。その経過について伺いたい。 

診断に至るまでには、長い人で４年ほどかかる。早ければ、生後半年で分る場合もあるし、

１歳半健診で分かる人もいる。保護者にとっては、まだ小さいからという理由などで、診断

結果を受け入れられないとか、気付いてはいるけれど受け入れられないということだろう。 

４年ほどかかったケースでは、保育園と連携をとって、私も関わって、母親の状況を観て、

その都度、教育相談を重ねながら就学につなげた。このように、早い段階から関係機関につ

なぐことが重要である。 

ただ、保育園の問題もある。それぞれの保育園の考え方に違いがあり、専門家ではないの

で、どう進めてよいのか分からないところもある。ですから、幼・保・小・中の連携は、特

別支援にとっては必要になってくる。 

個別の教育支援計画を作ることとなっており、本町では２年前から、小・中が統一した様

式を決めてやっている。今後は、幼稚園・保育園についても、様式を見直したうえで、提案

しようと思う。就学前になってから分かっては遅いので、早い段階から先生間で情報をつな

ぐことが求められる。それがあることで、中学校までつなげるようなシステムを考えたい。 

判断ができる臨床心理士など専門家が不足しているのではないか。 

診断が出せる専門医は、この圏域にはいない。 

心療内科では無理なのか。 



戸髙 

今村博美委員 

戸髙 

屋敷委員 

 

 

戸髙 

 

 

今村博美委員 

 

戸髙 

 

 

 

屋敷委員 

 

戸髙 

屋敷委員 

今村博美委員 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

横田 

教育長 

山田 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

横田 

教育長 

 

横田 

教育長 

黒木委員 

横田 

 

 

 

 

教育長 

児童を専門に診る心療内科は無い。宮崎県内でも児童精神科医が少ない。 

専門医の確保は難しいのか。 

圏域に専門医がいないので、全部、宮崎市に紹介しなければならないのが現状だ。 

保育園のときに、これまで流されてきたものが診断でき、件数が増えてきた場合、小学校

の特別支援学級などが不足し、増やさざるを得ないことが懸念されるが、県・町の予算措置

を含めて対応は大丈夫か。 

県の判断によるものだが、増設することになるだろう。ただ、その対象児童が、知的によ

るものなのか、低学力によるものなのか、明確に区分する必要がある。つまり、医学的な判

断が求められることになる。 

精神医学が発達したことによって、発達障害の種別が明確になったわけで、それに伴う支

援は不可欠で、その予算措置は必要である。 

これからは、精神障害の診断基準は変わってきて、障害の種別はもっと複雑になってくる

ことが予想され、通級指導教室の定数化など、保護者から文科省に要望書が上がっている。 

平成３０年度からは、高校でも通級指導教室が導入される。このように制度は変わってい

く。 

放課後児童クラブ、放課後児童デイは一緒に実施できるようになっているが、施設内で区

別化しなくてはならない。 

厚労省の児童福祉と障害福祉それぞれの事業なので、そのようになっている。 

複雑すぎて、実施する側、利用する側で混乱が生じている。 

複雑多岐になっていることで、多くの問題があり、解決が急がれる。 

社会全体が、障害を理解することで、解決できることは多くある。 

人権にもつながることで、障害の特性も含めて学習することが求められる。 

ほかになければ、次の件について協議する。 

 

【委員協議】 

「①教育委員と社会教育委員との研修会について」の説明を求める。 

資料に基づいて、研修会の日程及び内容等について説明。 

何か補足することはないか。 

社会教育指導員の２人も参加する。 

社会教育委員と一緒に学校をめぐって研修するのは初めてのことだ。現在、生涯学習係で

実施している放課後子供教室と福祉課が実施している放課後児童クラブについて現場を見て

いただくことになる。 

 

【付議事件】 

議案第１８号 「三股町立図書館の管理に対する条例施行規則の一部改正について」の説

明を求める。 

資料に基づいて説明。 

議案第１９号 「教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価報告書について」の

説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

ただいまの説明について、何か質問はないか。 

評価委員の評価に至るまでの経緯について教えていただきたい。 

各係において、それぞれの項目について、前年度の取り組み結果を資料にまとめ、その資

料を評価委員に提出するとともに説明する。 

１ヶ月ほど経過した後に、評価委員から質問を受け、それぞれの係において回答し、評価

委員は、その結果を受けて、報告書としてまとめていただく。なお、A・B・Cの評価は、各

係の自己評価である。 

資料として提示していないが、評価とは別に、穝所評価委員から改善すべき点等について、
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口頭による提案があった。この評価報告書は、１２月の定例議会で報告する。 

穝所評価委員の口頭による提案は、とても参考になるものであった。今回の評価報告書に

は、その内容については記載されていないが、項目を設けることについて検討したい。 

良かったという評価だけではなく、ダイナミックに、こういった点を変えたほうが良いと

いった評価もあって良いと思う。例えば、この分野には、専門家を配置すべきといった、必

要性のあるもの、方向性を示すものが盛り込まれると良い。 

評価項目自体が、それぞれの事業について踏み込んだ評価ではない。穝所評価委員が口頭

で述べられた点が反映されないと、改善につながらない。 

この評価項目では、穝所評価委員が口頭で述べられた点が反映されていないのは事実。そ

の内容は経費も伴う重要な案件であることから、評価項目・様式について改めていきたい。 

今回、評価委員から提案のあった意見については、付帯意見として処理させていただいて、

報告することを検討したい。 

総合教育会議で提案してもらってもよいと考える。 

評価委員の意見にもあるように、先を見越したものはとても重要である。それを活かして

いかなくてはならない。 

 

【報告】 

「①１２月補正について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

「②宮崎県中学校秋季体育大会及び駅伝競走大会について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

「③みまたん霧島パノラマまらそんの応募状況について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

「④成人式について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

「⑤教職員の交通事故・交通違反に対する措置について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

「⑥生徒指導状況報告について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

先日の教育研究公開の概要について説明を求める 

参加者は、約 400人で、町外からは 150人程度だった。回収できたアンケートは 109人分

で、「参考になった 89人、少し参考になった 20人」という回答結果だった。 

参考になったという意見の中で、大学生からは「研究公開で学んだことは、これから教員

をやっていくうえで参考になる。」とか、「研究公開を積み重ねていくことが重要であるとい

うことを学んだ。」というものがあった。 

高校の先生方からは、「高校の指導にもいかせるものがあった。」というものがあった。 

保育園の先生からは、「先生方の授業に対する思いや配慮を知ることができてよかった。15

年間のつなぎの中で、保育園としてどうやっていけばよいかということを改めて考えさせら

れた。」というものがあった。 

「町全体で共通理解と共通実践が継続して、今日の子供たちの姿になっている。感動した。」

というものもあった。 

連携は、それぞれの学校の子どものよさを理解しあうことから始まる。そのためにも、教

員同士が交流し、良さを褒めあう機会が大事だと思う。 

「学校仕事に、学校文化」という言葉があり、小学校は小学校、中学校は中学校の考え方

があるが、その間で意見が合わないということもある。 

本町では、それを解消するために、３年間の取り組みを行ってきたところであり、そのこ

とが研究公開で高く評価された。 

このように、アンケート調査結果から、すばらしい研究公開だったのではないかと思う。 
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分科会については、「大変参考になった７２人、少し参考になった３５人、参考にならなか

った１人、無回答１人」という回答結果だった。 

参考にならなかった１人の理由は、記入されていなかった。 

研究公開の説明について、何か質問はないか。 

アンケートの回収の数が少ない。研究公開が終わる前に時間を設けて、アンケート記入を

すべきではなかったのか。良いイメージを持った人だけがアンケートを回答したとして受け

取れる。参加者全員の回答がほしかった。せっかく３年間取り組んだ研究公開なので、外部

の厳しい目で評価してほしい。 

今回のアンケートに記入した方のほとんどは、町外の参加者だったと推測される。時間的

な配慮が足らなかったことは反省している。 

分科会の記録を見ると、研究公開についての意見が出ているのを確認した。これについて

は、今後にいかせると思う。 

良かった点は、町ぐるみでやってきて、三股らしいモデルを作ったこと。これからは継続

することが大切である。それぞれの先生方が意識していくことが求められる。 

研究公開授業では、勝岡小学校の社会の授業を観て、その後、分科会に参加させてもらっ

た。分科会には保育園から大学まで、幅広く先生が参加されていた。 

分科会の中で、最近の多くの子どもは、フランスが、地図上でどこにあるか頭に浮かばな

いということであった。教室に地図が貼ってなかったり、地球儀がなかったりするので、設

置したほうがよいということであった。 

議会の一般質問で、研究の成果についての質問が出ている。そのほか、学力向上に関する

質問や、教室へのエアコン設置、小規模特認校、文化財等についても質問がある。 

学力向上に関して、指定を受けたが、３年で終わりなのか。県は、３地域を指定して、そ

の成果を検証し、優良事例は、県内全域に広めるなどの取り組みはしないのか。 

３年で終了するが、県内３地域の研究公開は、時期をずらして行っている。それぞれの学

校・地域の取り組みについての研究成果について、一概にこのやり方が良いと判断し、普及

することはないようだ。学校の実態・子どもの実態などによって授業の流し方は違う。 

県としては、研究公開を通して、新たな取り組みを行うきっかけになればと思っているよ

うに感じる。 

三股町の研究公開を通じて、町外の参加者にも新しい取り組みを学んでもらうことが大切。

これをやってくれという強制的なものではない。つまり、参加者全員が、三股のやり方に好

感を持つとは思っていない。 

キャリアの長い先生の中には、今まで培ったやり方を貫く人もいるのでは。研究公開のや

り方、つまり画一化した授業を推し進めていくことに少し疑問を感じる。実績主義が重んじ

られることで、先生の個性が失われていくことにつながるのではないか。 

あくまでも、研究公開のやり方は基本の形であり、これを自分流に仕立てていくことが大

事。 

「研究公開の授業は、最低限、ここだけは抑えましょう」といった当たり前のことを示し

ている。 

先生の中には、公開授業があまりにも大まかで、もっと細かな点を教えてほしいという声

もある。仮に、そうすると、先生方の中には、自分の教え方に疑問を持ち、いろんな問題に

つながっていく。 

研究では、だれでもが意思統一してやれることは何なのかということを基本にやってきた。

根本的な考え方は、どの教科でも意思統一する必要がある。 

三股町の教育環境は整っており、すばらしいとの評判を聞く。タブレット導入の件は、ど

こまで進んでいるのか。 

町の３カ年計画では、A 判定になっており、学校にあるパソコンの更新にあわせて、タブ

レット化にしようという構想を描いている。タブレット化にしないまでも、パソコンを導入

して７年以上経過しているところがほとんどなので、パソコン購入も含めて考えなくてはい
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けない時期にさしかかっている。 

 

 ほかに意見はないか。 

 意見がないので、行事報告および行事予定について説明を求める。 

 

【行事報告】 

１１月行事について報告  

３日 ・町表彰式  文化賞も含め１０人、１団体表彰 

５日 ・梶山小学校の魅力化事業説明会 約８０人参加 

12日～13日 ・ふるさと祭り(文化祭も開催：1,247人来場) 

        ・１２日は人権啓発チラシ配付 

17日 ・就学指導委員会 

24日 ・研究公開 

26日～27日 ・自主文化事業「おはよう、わが町」(来場者 26日:215人、27日:250人) 

28日 ・三股小学校 PTA文部科学大臣賞受賞報告 

30日 ・弓道場観覧席完成 

  

【行事予定】 

１２月行事予定について説明。 

 

【閉会】（１５時３０分） 

 

 



教育委員会（１月定例会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２９年１月６日 １３時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館視聴覚室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委  員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     屋敷 和久 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知  実 

・ 教育課長補佐  横田 耕二、西山 雄治、山田  正人 

・ 教育課職員   酒井  昭弘、益留 美樹（記録） 

 

５ 前回の会議録の承認   屋敷 和久 委員（１２月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名 今村 一枝 委員 

 

７ 行事報告  １２月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

 （可・否・続・同）議案第２０号 要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

 

★ 委員協議 

① 教育委員と社会教育委員との研修会について 

 

★ 報告 

① 学校暦について 

② 生徒指導状況報告について 

 

  ★  その他 

    

 

９ 行事予定  １月行事 

 

10 閉 会 

※ 次回定例会 

期日：平成２９年２月１日（水） １３：３０～ 
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前回の会議録の承認を屋敷 和久 委員へ。 

承認する。 

 

次回会議録署名委員に今村 一枝 委員を指名 

 了承する 

 

【行事報告】 

１２月行事について資料に基づき報告 

・ ２日 教育委員会１２月定例会 

     人権を考える講演会（三股中学校１年生に参加し、３３０名参加） 

・ ６日 第２回オープンスクール【小規模特認校】 ５家族参加 

・ ７日 教育委員と社会教育委員との研修会 

・ ８日 市町村対抗駅伝競走大会壮行会 

・ ９日 町議会１２月定例会（12/21まで） 

     自主文化事業「クラッシックはロマンティック 2016」（190名参加） 

・１１日 第４０回三股町弓道場創立記念大会 

・１５日 自主文化事業「知覧・青春～アイ・アム・ヒア」 

     （昼公演：三股中学校２年生鑑賞教室 252名参加／夜公演：123名参加） 

・２3日 自主文化事業「おいでおいで X’mas X’masコンサート」（412名参加） 

・２５日 冬の青少年を伸ばす運動・年末年始地域安全運動出発式 

 

行事内容について質問を求める。 

小規模特認校について学校別の内訳を伺いたい。 

梶山小学校希望が６名、長田小学校希望が１名。 

現段階での人数なので、若干の変動はあると思われる。 

梶山小学校や長田小学校を希望する理由は何か。 

一人ひとり具体的に理由は把握していない。距離や時間が関係しているのではないかと考

える。 

機会があれば、理由を聞いて欲しい。 

 

２日の人権を考える講演会は、非常に印象に残る講演会だった。 

学習障害のある方の講演だったが、具体的に自分の体験を話され、知らない部分がいっぱ

いあった。「人はみな違うんだ」と言われていたが、意識しなければならない部分である。障

害ではなくとも、得意不得意はみんなあるので、そういう意味では非常に良い講演だった。 

私が印象に残ったことは、忘れ物はあるんだということ。学習障害が原因で忘れ物をする

ので、忘れ物をしないように全部の教科書をかばんに入れていくということであった。学校

で忘れ物はあるが、そういう部分まで教員もわかっておらず叱ってしまうという場合もある。 

 

７日の教育委員と社会教育委員との研修会について、いろんな場所を一緒に見学し、共通

の認識を持つことができ、これからの方向性をみることもできて良かった。 

初めての企画であったが、良いアイデアだった。 

 

 

【付議事項】 

議案第２０号「要保護・準要保護児童生徒の認定について」の説明を求める。 
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教育長 

資料に基づいて説明。 

 

 

【委員協議】 

 議案なし 

 

【報告】 

「①学校暦について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

「②生徒指導状況報告について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明を行う。 

 

１２月議会の報告を求める。 

資料に基づいて説明。 

 

【その他】 

 

 

【行事予定】 

行事予定について説明を求める。 

１月行事予定について説明。 

成人式を３か４日にできないか。学生や仕事をしている人は出席できないという話も聞く。 

担当の生涯学習係で検討してください。 

 

次回の定例会は、２月１日（水）１３時３０分から 中央公民館第 3研修室で開催。 

 

 

 

 

【閉会】（１５時４５分） 

 

 



教育委員会（２月定例会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２９年２月１日（水） １３時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館第３研修室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委  員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知  実   ・給食センター所長 山元  道弥 

・ 教育課長補佐  横田 耕二、山田  正人、西山 雄治（記録） 

・ 教育課職員   酒井  昭弘、益留  美樹、 

 

５ 前回の会議録の承認   今村 一枝 委員（１月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名 黒木 敏行 委員 

 

７ 行事報告  １月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

 （可・否・続・同） 議案第 ２１号 三股町教育委員会児童・生徒表彰について 

 （可・否・続・同） 議案第 ２２号 要保護・準要保護児童生徒の認定について 

 

★ 委員協議 

① 卒業式・入学式の日程及び出席について 

 

★ 報告 

① 第７回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会について 

② 第２回みまたん霧島パノラマまらそんについて 

③ 平成２９年度給食費及び給食実施日数について 

④ 小規模特認校制度・調整区域利用者の現状について 

⑤ 教職員の交通事故・交通違反に対する措置について 

⑥ 生徒指導状況報告について 

 

  ★  その他 

    ① 三股町教育委員会主催教室の見直しについて 

 

９ 行事予定  ２月行事 

 

10 閉 会 

※ 次回定例会 

期日：平成２９年３月２日（金） ９：３０～１１：００ 

場所：中央公民館第３研修室 
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前回の会議録の承認を今村 一枝 委員へ。 

決裁途中のため、後ほど確認をお願いする。 

 

次回会議録署名委員に黒木 敏行 委員を指名 

 

【行事報告】 

１月行事について報告  

５日  ・成人式(町内成人者３４５人中２５６人が出席) 

６日  ・教育委員会１月定例会 

      ・三股町総合教育会議 

８日  ・消防出初式 

９日  ・宮崎県市町村対抗駅伝競走大会 

10日 ・始業式 

12日 ・戯曲講座(第１２回最終回) 

14日 ・自主文化事業「月ろけっと」(74人来場) 

15日 ・自主文化事業「月ろけっと」(78人来場) 

22日 ・みまたん霧島パノラマまらそん 

24日 ・三股小学校３年生郷土資料室見学 

26日 ・三股西小学校３年生郷土資料室見学 

27日 ・三股西小学校３年生郷土資料室見学 

28日 ・コワーキングスペースオープニングセレモニー 

      ・チャレンジ体験学習 

28日 ・教育委員会主催教室説明会 

 

行事内容について、意見を求める。 

コワーキングスペース「あつまい」の詳細を知りたい。 

広報掲載の資料に基づき説明。１階は情報交流スペースとして、誰でも自由に利用出来るス

ペースであり、子どもたちの学習スペースとしても活用出来る。２階はコワーキングスペー

スとして有料となるが、パソコン等を利用した仕事をするスペースとして活用出来る。利用

時間帯は８時３０分から１９時までとしている。 

成人式がとても良かった。元気が出る講演も良かった。 

教育大綱が出来たが、文教三股として恥ずかしくない行動を取る、また、それについてお互

いに声を掛け合うような姿勢が、大人社会に広がっていくと良いと思う。 

三股町のホームページに総合教育会議のことや議会の議事録のことが出ていた。情報を発信

するという意味からも、ホームページの定期的な更新は重要だと思う。 

学校のホームページの更新については、１月の校長会で話をしたところである。 

 

【付議事件】 

議案第２１号「三股町教育委員会児童・生徒表彰について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。表彰式日時：２月２７日１６時３０分～、場所：中央公民館第１研修

室。各小中学校から推薦された児童・生徒の紹介及びその理由について説明。 

文教三股に相応しい子どもであるのかといった、特色を出せると良いと思う。 

先生たちの目線で推薦されていると思うが、アンケートを取るなど子ども目線での推薦も考

えて良いのでは。ただし、理由付けが難しいと思うが。 

規模の大きな学校では、子どもたちからの推薦は難しいと思う。 

どのような方法で選んでいるかは聞いていないが、常に子どもたちの行動を注意して見てい
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るようにと伝えている。 

議案第２１号について承認を求め、承認される。 

 

議案第２２号「要保護・準要保護児童生徒の認定について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明。 

 

 

【委員協議】 

「①卒業式・入学式の日程及び出席について」の説明を求める。 

資料に基づいて、卒業式及び入学式の日程等について説明。 

各委員の卒業式への出席について調整。 

 

【報告】 

「①第７回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会について」の説明を求める。 

資料に基づいて、大会の結果等について説明。 

「②第２回みまたん霧島パノラマまらそんについて」の説明を求める。 

資料に基づいて、大会について報告。 

長田峡から先が寂しい通りになるので、ウオークラリーを開催するなど、どうにかしてその

部分に応援者を送り込むと、三股町の独自性が出て良いと思う。 

この大会を通して、ボランティアに参加するなどの公共の精神を高めるきっかけ作りが出来

ると良いと思う。 

「③平成２９年度給食費及び給食実施日数について」の説明を求める。 

資料に基づいて、平成２９年度の給食費及び給食実施日数等について説明。 

「④小規模特認校制度・調整区域利用者の現状について」の説明を求める。 

資料に基づいて、小規模特認校制度・調整区域利用者の現状等について説明。 

「⑤教職員の交通事故・交通違反に対する措置について」の説明を求める。 

資料に基づいて説明 

「⑥生徒指導状況報告について」の説明を求める。 

資料に基づいて、生徒指導状況について説明。 

 

 

 

【行事予定】 

２月行事予定について説明。 

 

次回の定例会は、３月２日（木） ９時３０分から 中央公民館第３研修室で開催 

 

【閉会】（１６時０５分） 

 

 



教育委員会（３月定例会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２９年３月２日（木） ９時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館第３研修室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委  員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     屋敷 和久 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知 実 

 ・ 教育課長補佐  横田 耕二、西山 雄治、山田 正人（記録） 

 ・ 教育課職員   酒井 昭弘、益留 美樹、戸髙 志織 

 

５ 前回の会議録の承認  黒木 敏行 委員（２月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名 今村 博美 委員 

 

７ 行事報告 ２月行事 

 

８ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

（可・否・続・同） 議案第２３号  三股町就学指導委員会設置規則の一部改正について 

（可・否・続・同） 議案第２４号  平成２９年度 要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

                  

 

★ 委員協議 

① 卒業式・入学式について 

② 要保護及び準要保護児童生徒の認定方法の変更について 

③ ３月臨時会の開催について 

 

★ 報告 

① 生徒指導状況報告について 

② ３月補正及び新年度予算について 

 

★ その他 

 

９ 行事予定   ３月行事予定 
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前回の会議録の承認を黒木敏行委員へ。 

承認する。 

次回会議録署名委員に今村博美委員を指名 

 

【行事報告】 

２月行事について報告  

１日   ・教育委員会２月定例会 

11日  ・文化の祭典(童謡まつり・文化芸能まつり)  来場者 1,065人 

～12日 ・(元気まつり) 来場者 1,146人 

13日   ・図書館内 LED取替工事 

21日  ・教育研究所閉所式＆教育研究論文表彰式 

25日  ・チャレンジ体験教室 閉講式 

27日  ・善行児童・生徒表彰式 

 

2月行事で何か質問等はないか。 

三股中学校の立志式の中身について伺いたい。 

立志式では、講演会が開催された。今回は、航空大学校監事の時任勝正氏を講師に、国

際パイロットとしてのこれまでの経験談や夢を持つことの大切さを話された。時任さん

は、本町出身で三股中学校を卒業されている。国際経験も豊かで、とてもすばらしい方

だった。 

立志式では、これまで三股中学校の卒業生が講演されることが多い。先輩の体験談を聴

くことで、「いつかは自分もあんなふうになるのだ」という夢を描くのではないかと期待

している。 

給食費の対策会議で、いろいろ説明があったのですが、今後の対応について説明してほ

しい。 

三股小学校と三股西小学校の教頭と面談して、滞納分の圧縮について伺ったところ、今

年度は解決できる見込であるとの報告を受けた。来年度は、早い段階から対策を講じて

いきたいということであった。 

給食センターの所長が、福祉課に「児童手当を滞納分に充てることはできないか」と相

談したところ、早々には難しいということであった。それを受けて、10月の手当支給時

には可能かもしれないとの報告を受けている。 

未納のある学校は、明日までに対象保護者を集めて話をするということだった。関係者

の努力によって、未納はかなり減ってきているようだ。 

チャレンジ体験教室の成果について伺いたい。 

今月中に、委託先のみまたチャレンジ総合クラブの関係者と事業の検証を行う予定であ

る。学校サポート事業、放課後子供教室推進事業も含め、総括して協議することとして

いる。そのうえで、三股町子どもの明るい未来創造事業運営委員会に事業実績や検証結

果を報告し、課題等の対策について協議することとしている。次回の定例会で、報告し

たい。 

善行児童・生徒表彰式で、来賓等の空席が目立ったので、欠席者があらかじめ把握でき

ていれば、椅子の数を減らすなど対処したほうが良い。 

案内状に出欠の報告をいただくことを明記したほうがよい。 

配慮が足らなかった。今後は、そのようにする。 

 

【付議事件】 

議案第 23号「三股町就学指導委員会設置規則の一部改正について」説明を求める。 
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(資料に基づいて内容を説明) 

ただいまの説明について質問はないか。 

一般の医師は委員として対応できないということであれば、専門医あるいは対応可能な

医師を呼ぶべきではないのか。 

専門の医師が、この圏域にいない。報告を受けただけでは、医者として対象児童の状態

は分からないし、医師として表現することが難しいなどの課題がある。 

専門医は、宮崎市にしかいないということか。 

そのとおりである。委員会のたびに、宮崎市から専門医の出席を求めるということは現

時的に不可能だ。 

診断は受けなければならないので、その診断結果を元に協議・審議という形になる。 

就学指導から就学支援になることについての考え方について伺いたい。 

就学指導は、こちらが決定するというふうに受け取られがちだが、就学支援は、保護者

との合意形成を得たうえで、ともに悩んで相談をして、決定していきましょうというと

ころで、上から保護者にものを言うのではなく、共にやっていきましょうということで、

「支援」という表現になった。 

ここで問題なのは、就学前、つまり年長児の時に相談するのではなく、1歳半健診、3歳

半健診からのつなぎという早期からの支援を行うように明記されているので、そこの体

制を町としてどのようにするのか検討する必要がある。 

 現在、町は専門的人材が不足しているのではないのか。 

 かなり不足していると感じる。 

早い段階での調査が必要ということであれば、戸高氏のような専門職をもっと雇用すべ

きと考えるが、町としてはどのように考えているのか。国や県は、その経費について予

算化して進めようとしているのか伺いたい。 

十分とはいえないが、三股町のように体制を整えているところは少ない。 

今後、専門家の配置は必要であると思っている。 

この件については、これまで、再三、県に要望してきた。予算措置が厳しいことは分か

るが、難しい案件も多くなってきているので、専門家をおく必要があると強く感じる。 

平成 29年度から、乳幼児からの支援ということで、専門家チームを町で構成することが

できるようになった。国に事業費についての補助金申請ができるようになった。しかし、

人材の確保が厳しい状況である。 

町で専門家チームが作れないのであれば、県で作って町に派遣するような体制づくりを

とってもよいのではないか。 

そのような専門家チームは、県内にないわけではない。特別支援学校を含めたチームが

あると認識している。 

困難事例は、教育事務所で判断している。 

県内のすべての自治体が抱える問題である。必要性を訴えて、県等でも動いてほしい。 

改正内容は、名称の変更だけではなく、これまでとは違い、早い段階から支援しなくて

はならないということをご理解いただきたい。 

議案第 23号について承認を求める。 

異議なしと認め、承認する。 

 

議案第 24号「平成２9年度 要保護及び準要保護児童生徒の認定について」の説明を求

める。 

(資料に基づいて説明) 

２０６件提案があり、１１２件を承認、３４件を条件付き承認、６０件を不承認とする。 

 

【委員協議】 

「①卒業式・入学式について」の説明を求める。 

(資料に基づき説明：各委員から出席する学校を確認) 
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この件について、何か質問はないか。 

記念品の授与について、学校によって授与する者が違う。 

各学校の取り扱いについて確認して、事前に知らせることとする。 

告辞の中身について、「三股町の独自の教育方針・教育目標」を含めた内容にしてほしい。 

 私は、告辞の挨拶文にとらわれず、教育委員として、自分の思いを盛り込んで挨拶して

いる。 

 文面をまったく無視するのではなく、挨拶の途中に、自分の思いを入れることはあって

もよいと考える。自分の思いだけを語ることは、教育委員会の方針等を伝えることがで

きないので、やめたほうが良いと思う。 

 保護者の謝辞で、子供に向かってやっている場面が見られる。あくまでも、教師に対す

るものでなくてはならない。 

 ある高校の卒業式で、保護者の謝辞の中で、子供に対して延々と自分の高校時代のこと

を含めて話している方がいた。黒木委員と同様、おかしいと思った。 

 教育問題懇話会の中で、この点について保護者に説明したいと思う。 

 校長会の中で、その件について話をしたい。 

 

 「②要保護及び準要保護児童生徒の認定方法の変更について」ですが、私から提案させ

ていただく。 

  より厳しい基準のもとで、事務局で審査することとしたい。 

 なお、臨時議会までは、従来の方法で審議することしてよいか。 

 異議なしと認め承認とする。 

 今後は、委員の皆さんから取り上げていただきたい事項を提案してもらい、時間をかけ

て協議していきたい。 

 その中において、学校長の出席を求めることもあってよいと思っている。 

 三股町の教育の方向性について協議する時間を設けるべきだ。一つの課題について、時

間をかけて継続的に協議することがあってもよい。 

 新規事業について、進捗状況の報告や現場の状況を視察するなど、関心を持って取り組

むことは大切だと感じた。 

 今回、社会教育委員と一緒に、町内の様々な取り組みについて現地視察を兼ねた研修を

実施したことは意義深かった。今後は、放課後子供教室の拡大などあるので、現場の様

子を見学することも計画したい。 

 

「③３月臨時会の開催について」の説明を求める。 

(資料に基づき説明) 

3月 9日の午後 1時 30分から実施することとする。 

  

【報告】 

先に、「３月補正及び新年度予算について」の説明を求める。 

(資料に基づき説明) 

 

「生徒指導状況報告について」の説明を求める。 

(資料に基づいて、生徒指導状況について説明) 

 

 

【行事予定】 

行事予定について説明を求める。 

(３月行事予定について説明) 

 

 



教育長 次回の定例会については、臨時会において決めることとする。 

 

【閉会】（１２時００分） 

 



教育委員会（３月臨時会）会議録 

 

１ 開催期日 平成２９年３月９日（木） １３時３０分 開会 

 

２ 場  所 中央公民館第３研修室 

 

３ 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育長     宮内 浩二郎 

・ 委  員     黒木 敏行 

・ 委 員     今村 博美 

・ 委 員     屋敷 和久 

・ 委 員     今村 一枝 

 

４ 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

・ 教育課長    渡具知 実 

 ・ 教育課長補佐  横田 耕二（記録）、西山 雄治、山田 正人 

 ・ 教育課職員   酒井 昭弘、益留 美樹 

 

５ 前回の会議録の承認  今村 博美 委員（３月定例会） 

 

６ 会議録署名委員の氏名  屋敷 和久 委員 

 

７ 本日の会議に付議した事件は次のとおりである。 

（可・否・続・同） 議案第２５号  三股町いきいき・わくわく教室実施要綱の制定について 

（可・否・続・同） 議案第２６号  要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

（可・否・続・同） 議案第２７号  職員の異動内示を教育長に一任することについて 

（可・否・続・同） 議案第２６号  平成２９年度教職員の人事異動内示について 

 

                  

 

★ 委員協議 

① ４月定例会の開催について 

 

★ 報告 

 

★ その他 

 

     

８ 閉会 
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教育長 

今村博美委員 

教育長 

 

 

黒木委員 
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教育長 

今村博美委員 

 

山田 

今村博美委員 

山田 

屋敷委員 

山田 

 

 

教育長 

 

今村博美委員 

山田 

 

教育長 

 

委員 

教育長 

益留 

教育長 

横田 

教育長 

委員 

教育長 

酒井 

教育長 

委員 

 

 

教育長 

横田 

教育長 

委員 

 

 

教育長 

横田 

黒木委員 

あいさつ 

 

前回の会議録の承認を今村博美委員へ。 

承認する。 

次回会議録署名委員に屋敷和久委員を指名 

 

【付議事件】 

議案第 25号「三股町いきいき・わくわく教室実施要綱の制定について」説明を求める。 

(資料に基づいて内容を説明) 

ただいまの説明について質問はないか。 

要項には関係ない話ではあるが、お試しで参加できないか。交通手段の無い人もいるし、

小さいコミュニティーでもできたら良いかと思う。 

出前講座が前にあった。要望に応じて講師を派遣していた。 

ただやるだけではなくて、やっている事業の内容をＰＲすることも大事。 

単発的にやるとは言っても、目的をもってやってもらいたい。より良いものを 

助成金の 10,000円は年間か 

いきいき教室の講師料、一時間２５００円×4 時間ですが、そのパターンは色々有ると

思う。審査して適当と思われるものに補助金を出す。 

あくまでも講師料だけに限定します。 

講師の紹介等はできます。この講座に適応するかどうかは別問題ですが、地域の自治公

民館の活動にもつながると思う。 

お金をかけて誰かを頼む。誰かを派遣してもらうというのは大丈夫か。 

予算があるので、どんなものでも該当するわけではない。あくまでも教室という概念が

必要。町民のニーズをどう捉えていくかを検討していきたい。 

講師の紹介は行えるが、あくまでも、公民館の予算で行って欲しい。 

議案第 25号について承認を求める。 

異議なしと認め、承認する。 

議案第 26号「要保護及び準要保護児童生徒の認定について」の説明を求める。 

(資料に基づいて説明) 

議案第 27号「職員の異動内示を教育長に一任することについて」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明） 

議案第 26号について承認を求める。 

異議なしと認め、承認する。 

議案第 27号「平成２９年度教職員の人事異動内示について」の説明を求める。 

（資料に基づいて説明） 

議案第 26号について承認を求める。 

異議なしと認め、承認する。 

 

【委員協議】 

 協議事項の①「４月定例会の開催について」説明を求める 

（資料に基づいて説明） 

 ４月４日の午後でよろしいか 

異議なしと認め、承認する。 

 

【報告】 

次第には無いが、「みまたん学校バスについて」説明を求める 

（資料に基づいて説明） 

何人乗るか 



横田 

教育長 

横田 

教育長 

黒木委員 

横田 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

今村博美委員 

教育長 

今村博美委員 

 教育長 

今村博美委員 

教育長 

 

屋敷委員 

 

教育長 

 

 

 

 

１６人の予定。 

町のマイクロバスでいつまで運行するのか 

遅ければ８月いっぱいです。 

８月までは町のバス、それ以降はリースしたバス。「みまたん学校バス」のシールを張る。 

梶山で何人、長田で何人降りるのか。 

梶山で１２人、長田で４人の予定です。それ以外に梶山には勝岡小校区から２人行きま

す。 

 

【その他】 

前回の会で準要保護にかかる協議をやめて、その時間で三股町の教育的課題について協

議するという賛同を得ました。 

話題として出たのが、ひとつは学級委員長の制度が今は無い。子どもたちが経験するこ

とも大事なので協議してはどうか。もうひとつは児童生徒憲章が形骸化しているのでは

ないか。ここでもう一度協議してはどうか。それから複式学級について本当に効果があ

るのかと言う意見もありました。 

三股の先生たちが元気になる方策は無いだろうか。 

学校はブラック企業とたとえる人もいる。 

先生が元気にならないと学校の活性化も無い。 

４つある中でいっぺんにはできないが、まずどれからしましょうか 

複式についてやりましょうか。まずは、現場を見に行きたい。 

そのことについては検討したいと考えます。他にも何かあったら次の会でも提案くださ

い。他には何かあるか。 

小学校へ新入学時の児童の情報を伝えに職員が行ったが、１７時を過ぎたら話を聞いて

くれていない感じを受けた。どのようなものか。 

どのような事情があったかは想像できないが、基本勤務時間内に会議が終わるのが普通

であるが、長引くようであればそのような会議を２日に分けて行うなどの配慮があって

もよいかもしれない。 

 

 

 

【閉会】（１５時２０分） 

 


